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(Transanal Total Mesorectal Excision; TaTME)も可能であ

る。腹腔側および経肛門的アプローチを同時に行うことで

腹腔側アプローチだけでは剥離操作が困難な骨盤深部の

操作をより適切な剥離層で行い、安全で、癌根治性の高い

直腸癌手術を提供している。2023年12月25日には1例目の

da Vinci Xi surgical systemを用いたロボット支援下直腸切

除を実施して以来、2025年は36例のロボット支援下直腸切

除術を実施した。今後は結腸がんについてもロボット支援

下結腸切除術を実施していく方針である。 

 肝肝胆胆膵膵：：種村（副病院長）、大村（部長）、小川（医長） 

肝胆膵領域癌、胆石の外科診療を行っている。2025年

は30例の肝胆膵領域悪性腫瘍に対する切除術を実施した。

現在、膵癌、肝癌など肝胆膵領域癌に対しても積極的に腹

腔鏡下肝切除術や腹腔鏡下膵切除術を施行している。

2025年度中にロボット支援下膵切除の施設基準を満たし、

2026年度からはロボット支援下膵切除術を開始する。また

臨床研究においては、KHBOをはじめ大阪大学消化器外

科 肝胆膵疾患グループの多施設共同研究に積極的に症

例登録しエビデンスに基づく集学的医療確立に取り組んで

いる。さらに、当院消化器外科が中心となり膵癌症例にお

いて予後・治療効果予測に有効なバイオマーカーとなり得

るリキッドバイオプシーとして、生きた血中の微小循環癌細

胞：Circulating Tumor Cells (CTCs)および腹腔内洗浄液

の浮遊癌細胞:Peritoneal Tumor cells (PTCs)の検出・解

析を行っている。現在、癌細胞を自動検出できるAI駆動画

像解析装置開発を進めており、『オンリーワン研究』の臨床

応用に向け努力していく。 

 教教育育・・若若手手育育成成ににつついいてて  

当科では現在、外科専門医プログラム専攻医として2名

のレジデント（消化器外科、呼吸器外科で各1名）を受け入

れている。さらに1～2名の初期研修医が外科にローテーシ

ョン研修している。単に手術を見学するだけでなく、できる

だけ多くの症例への手術参加、執刀を積極的に指導してい

る。さらに専攻医、初期研修医が筆頭での学会発表、論文

作成も指導し、臨床研修・学術指導を含めた文武両道によ

る若手医師育成をモットーにしている。 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

＜＜手手術術実実績績＞＞  

2025年度では消化器外科手術症例数は増加した。2026

年度も安安全全第第一一のの手手術術実実施施をを大大前前提提とし、腹腔鏡下手術

またはロボット支援下手術による低侵襲手術を主軸とした

消化器外科医療を進めていく。 

＜＜今今年年度度のの成成果果とと来来年年度度へへのの抱抱負負＞＞  

地域の医療施設から多くの患者を御紹介いただき感謝

いたします。2026年度の消化器外科は腹腔鏡下手術実施

率を高く維持し、さらにロボット支援下手術を含めた質の高

い低侵襲手術を推進していきたいと考えている。 

単に手術数の増加だけでなく、院内の多職種医療スタッ

フとの連携を活用した『質質のの高高いいチチーームム医医療療』を体現し、患

者に満足度の高い医療を提供し、『真真にに求求めめらられれるる病病院院』

を目指していきたいと考えている。学術活動については外

科学会、消化器外科学会、内視鏡外科学会、臨床外科学

会、各疾患領域サブスペシャリティー学会などを基軸に活

発に発表を行うと共に、論文化も積極的に進め、りんくうオ

リジナルの新しい知見を発信していく所存である。 
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診療局：＜外科＞乳腺・内分泌外科 

＜スタッフ紹介＞ 
役 職 スタッフ名 

部 長 森島 宏隆 

＜特色と概要＞ 

乳腺・内分泌外科では、主に乳がんの診断、治療を行っ

ている。手術では根治性と整容性（美容性）の両立を目指

して、形成外科医の協力のもと乳房再建手術にも積極的に

取り組んでいる。手術以外の治療法としてエビデンスに基

づいた薬物療法（化学療法や分子標的療法、ホルモン療

法、免疫療法など）も行っており、多遺伝子アッセイ検査の

一つであるOncotype DXなどを用いながら患者一人一人に

みあった個別化医療を提供している。BRCA1/2遺伝子検

査を用いた遺伝性乳がん・卵巣がん症候群（Hereditary 

Breast and Ovarian Cancer Syndrome ; HBOC）の診断と遺

伝子カウンセリングなども実施をしている。また、JBCRGや

KBCSGなどの臨床試験グループにも積極的に参加し、再

発患者も含めて、最先端な治療を提供できるように心がけ

ている。患者自身が病状やライフスタイルに合った治療を

選択できるように、できる限り寄り添っていく診療を目指して

いる。 

＜実績＞ 
入院患者の疾患名と人数 （期間 2025/4/1-2026/3/31 退院） 

主病名（ICD10コード名） ICD10 件数 

乳房の悪性新生物＜腫瘍＞，乳房，部位不明 C509 62 

乳房の悪性新生物＜腫瘍＞，乳房上外側４分の１ C504 5 

2025年度乳癌術式別手術症例数 

乳房部分切除術のみ 0 

乳房部分切除術+センチネルリンパ節生検 32 

乳房部分切除術+腋窩リンパ節郭清 3 

乳房切除術のみ 0 

乳房切除術+センチネルリンパ節生検 13 

乳房切除術+腋窩リンパ節郭清 7 

乳房切除術+センチネルリンパ節生検+同時再建 8 

 

 

＜今年度の成果と来年度への抱負＞ 

地域の医療機関との連携のおかげで乳癌手術件数は昨

年より増加したが、常勤医1名、他院からの応援医2名のま

まで診療を行っている。マンパワー的に厳しい状況に変わ

りはないが、他職種の協力を得ながら、できるだけこれまで

のクオリティを維持しつつ診療を行っていく所存である。 
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